
仙ノ倉上凹
哺
～シッケイ沢性こt去叫

4日 13日 (日 )快
土曜日は石打行の先行が

｀
なく′彙冬の新幹急だ

｀
越後潟沢へ出た。

熱まゼ
｀
ゅっくり眠れるヒ思ったが′待合室の日憔方の中κたぃが

き■6｀ く人が t、 て有度で日色さましてしまっ在.
翌朝―呑ドスlミ 乗 ,て 文打峠 |ミ 虫′汀内沢の承道■進む。:k晴
の夭気のもと平担ほかりが

｀
縦きいそ路(應 る.昼占回の標裁■過

ゴ●訴o｀ もぇ根に取りつく。私はスキーァィゼ
｀
ンプ′焦田美|ょス

キ塞glフ |よ
°
って庭、昼tあり′平緞止lノ 象の上部の疫線 |マ 嵐魯。平

標山tト ラバ
1-ス
し′ コ|し も`3は シートラーゲ1ンブ互ttなく。

仏り2 LLlま ブ
｀
はコザが
｀
1、 〈フt」Lな り′相当翼しくの対bマ 感じ卜.

12時もょぅど|マ 山頂|で 若<.展望け諄く′遠く茂向ゃ武彗げょ
く見んた。LL頂 ゼ'ス キー左つけ′北路 (■ ノ喜り頭)直 下の議斜
鋤t一 気lミ 靖り′社の出てきた訴び3シッヶィ沢へまわりこふ.
嶽と株みしt iιい性什近すぎはフィ)レムクラストよの最高の国管
ぞあつた.沢の申ザS対芹の万人部tLN t眺あると丈tく ι崚な魅
じ在受Hす る.ひ と株みした予ザslま 雪がマャ重くFJっ にが′比載
的雪質の決さそぅなぇ根状の計t滑う。沢|ミ けιlり ′新甍ず残っ
てし)る 晰由さ,3、 ヶこあとスキーlミ `3プ レ

ーキざも`♂り鷺りずらしヽ.
表動が
｀
少ン汚九tザラメまの予在なるバくこんブ嬌う林 1ご する。

入の中は|卜 さちプロッフず散 sげ って1)る 走度ざ′デプリはみら
れ書つ`っt.毛皮沢出合ゼ

｀
休上,標高差10oo 4近 くの蒲降tぶん′

久し根り|ミ ん史しホ清り在楽しめt気持ちがした.
毛寝沢沿しllこ 少レ下り′オキイリマ手沢tり・υめ,て 台光求の
断|ミ 出て′そのまま右岸tttt。 人太3本の為と洋人ヒュンテ詢
の出ヽかolっ たっり橋t寝うけは気tっかっF.
上樽歌ざ荷物の整理名してし)ら とび,こ り島田主んざけι)っ て
せR。 高名公の人とこ沢∧行っF ttι )と のことざ力,F。 名 u々
ひと足先lミ 越後発沢aピムで′新幹燎ざ帰ましF。 (虚 ,=△311)
〔タイム〕人打路 7110-これ取付∂:30-儀線 10:20/30-コ l曰 |:磁
/1ζ一仏り倉山12100/30-毛 疫沢出合β100/2o― 上聴 IS:4・0
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